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井田 隆（名古屋工業大学）
世の中にあるいろいろな物が，どのような原子の組み合わせでできているかを明らかにするために，Ｘ線回折，電子回折，中性子回折という方法が発展してきましたが，その考え方の中心には結晶学という学問があります。結晶学は学際的な性格を持っており，物理学や化学，鉱物学，分子生物学，金属学，材料科学などの広い分野で学ばれています。
結晶学を学ぶことを決めた大学院学生の皆さんに頑張って勉強や研究に取り組んでもらうために，ICDD (International Centre for Diffraction Data – 国際回折データセンター) は，1991年に Ludo Frevel 奨学基金を設立しました。
国際的に優れていると認められた結晶学者を表彰するために，IUCr （International Union for Crystallography – 国際結晶学連合）が三年に一回授与する Ewald 賞という表彰制度は1986年からあったのですが，これから伸びていく若い結晶学者を育てていくための科学・学術分野の努力は充分ではなかったかもしれません。ICDD は結晶学を指向した研究を奨励することが，有益で学術的にも重要な結果をもたらすことを確信し，個人的な寄付や産業界からの寄付を募[image: image1.png]


り，有望な学生の皆さんに奨学金を授与することにしました。ICDD は1991年から2011年までに 122 人の学生に奨学金を提供しています。2011 年度の奨学金の金額は一件あたり 2,500 ドル (約 20 万円) でした。ICDD が若い結晶学者に提供をしてきた奨学金の1991年からの累計は 282,250ドル (約 2,300万円) になります。2012 年度の奨学金に応募しようとする方は，2011年10月26日までに ICDD に応募書類を提出してください。
ICDD 奨学金委員長からの Ludo Frevel 結晶学奨学金についての言葉：

Ludo Frevel 結晶学奨学金は，結晶学に関連した分野の有望な大学院生の学業や研究を支援するためのものです。この奨学金には ICDD のために働いてくれることに対する報酬という意味はありませんし，将来 ICDD が審査することになるような研究をしてくれることを期待した研究助成金・補助金・交付金という意味もありません。
応募資格：

この賞に応募できるのは，2012年に大学院に在籍予定で，結晶学に主な関心を持っている学生です。たとえば，結晶構造解析，結晶形態，変調構造，原子構造と物性，結晶構造の体系的な分類，相同定，物質評価などの研究をする大学院生がこれにあたります。奨学金が支給される期間は一年間としています。奨学金を受ける人は初年度が終了するときに一回更新申請をすることが許されています。ただし，奨学金を授与できる人数は限られており，更新申請に対する審査は，受付終了までに応募されたすべての申請とまったく同列のものとして扱われます。
応募手続き：

ICDD の web サイトからすべての応募手続きをしていただけます。以下の指示にしたがって手続きを進めてください。Web サイトからオンラインで手続をしていただくのがありがたいのですが，もし他の方法で応募する必要があれば Tess Kozul (e-mail: kozul@icdd.com) (Tel: +610-325-9814) に連絡をしてください。
オンライン応募手続きでは，以下の情報を英語で記載した二つの PDF 文書ファイルをアップロードしてください。また，応募する学生の指導担当の先生の連絡先に関する情報も入力していただきます。こちらから先生に推薦状 (letter of recommendation) をお願いする電子メールをお送りします。推薦状も 2011年10月26日の締切日までに提出していただく必要があることにご注意願います。
オンライン手続きを始める前に，あらかじめ以下の書類を準備してください。
１． 応募者が提案する研究の説明（最大 2 ページ）。以下のことを含めて記述してください。
· Purpose and rationale for the research  – 研究の目的とその理論的な根拠
· Proposed methodology to be used in the study – 研究のために用いる方法論
· References and/or descriptions of the scientific background for the proposed research – 研究の学問的な背景に関する記述および参考文献
２． A vitae – 履歴書。以下のことを記入してください
Educational preparation (institutions, dates, degrees obtained and in progress, and particulary pertinent coursework)

·  –学歴（学校名，日付，取得済みあるいは取得予定の学位，特に専攻・分野名が適切に記載されていること）
· Awards, honors received – 受賞歴，表彰歴
· Any research publications and/or presentations given – 研究業績（論文および学会発表）
· Any work experience (dates, employers, positions) – 職歴（日付，雇用者名，役職）
· Professional activities, memberships – 所属学会，学会での活動
オンライン手続き：

http://www.icdd.com/scholarship/register.asp
（2011年8月頃から受付を開始する予定です）
応募書類の審査：

ICDD から奨学金を交付できる件数は，その年に使うことができる基金の金額によって限られたものになっています。選定委員会は，受け取った応募書類を審査して，奨学金に最もふさわしい候補者を選び出して受賞者を決定します。受賞者を決定するための審査の際には，提案内容（インパクト，革新性，独創性，手法の有効性，結晶学との関連性）と学生（推薦状，学歴，研究業績，受賞歴，学会活動）との両方が考慮されます。
一つの教育機関でこの奨学金を受賞できるのは一人だけという制限があります。一つの教育機関から二件以上の応募が上位の受賞候補になった場合でも，一人しか受賞することはできません。
奨学金の使途の制限：

· 奨学金は，学費・授業料や研究室使用料を支払うために使ってください。奨学金の一部は公認の団体により開催される結晶学に関連した学会への参加登録料として使用することができます。
· 奨学金は旅費として使用することはできません。
ICDD の奨学金委員長，ICDD 委員長，ICDD の教育委員長，ICDD の事務局および利害関係のない ICDD メンバーが責任をもって奨学金制度を運営しています。なお受賞者選定の際に，利害関係のない一人または複数の大学教員を招聘する場合があります。
奨学金は Ludo Frevel 結晶学奨学基金への個人と企業の皆様の寄付によって成り立っております。この結晶学奨学基金に寄付をしていただける場合には，以下の住所宛にお願いいたします。

Crystallography Scholarship Fund

ICDD

12 Campus Blvd.

Newtown Square, PA 19073, USA

応募締切は 2011年10月26日（必着)です。
受賞者リスト：

以下の URL で最新のLudo Frevel 結晶学奨学金受賞者リストをごらんいただけます。

http://www.icdd.com/resources/awards/frevelwinner.htm
リンク：

この文書の記載内容は，以下の URL で公開されている Ludo Frevel 奨学金に関する募集要項を井田隆が独自に日本語訳したものです。内容については ICDD の日本語担当職員に確認しておりますが，お気付きの点があれば，井田（ida.takashi@nitech.ac.jp）までご連絡ください。

http://www.icdd.com/resources/awards/frevel.htm
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